取扱説明書 SAIII0O 

FM / AM ク□ックラジオ 

品番 RPM - C 1 0 保随付 


このたびは、お買い上げいたださ、ありびとラございました。 

正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。 
お読みになったあとは、いつでも取り出せるところに大切に保管してください。 

なお、この取扱説明書は保証書付になっています。保証氧がお買い上げ日」、 r 販売店」などの記 
入を必ず確かめ、販売店よ0お受け取0 ください。 



安ま上のごミ主意 


ま全のため必ずお守りください 

■絵表示について 

製品を安全に正しくお使いいただ志あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す 
るために、いろいろな繪表示をしています。その表示と意巧は次のよラになっています。内容をよく 
理解してか5、本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死こまたは重傷を 
負ラ可能性が想定される内容を示していまず。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び傷害を負う可能性 
が想定される内容および物的損害のみの発生び想定される内容を示し 
ていまず。 


■絵表示の例 


A の記号は r ミち意(警告を含む)をうなびず事 I 引を示しまず。 
&の記号は r しロホいけない行為(禁止事項)」を示しまず。 
0の記号は r しなければな5ない行為」を示しまず。 


お願い 


• 「安全上のご注意」の文中での「電源を切る」とはフアンクシヨンスイッチを r 電源垣)」にすることです。 
• 「安全上のご注意」のイラストと本機とでは若干あ状等び異なることびありますびご了承ください。 


本機を使巧でさるのは曰本国内のみで、国外では 
使巧でさません。 

This unit IS designed for use in」apan only 

取扱説明書には色記号の表示を省略しています。 
包装箱に表示している品番の （） 巧の記号び色記 
号です。 

and cannot be used in any other country. 



総合相談窓 □ 

家電製品についての全般めなご相談は、下記の r 総合相談窓□」へお問いをわせください。 

相談受付時間 

(36 已曰）9:00〜18:30 
総合相談窓 □ 

〇已 0-31 1 6-3434 
%上記番号をご利巧で去ない場合は、 

大阪 (0 巨）色 994-9 己70におかけ <ださし、 

修理や部品に関するご相談は、お買い上げ販売店、または r お客さまご相談窓□」（添付)にお問い合わせく 
ださい。 


兰ま電機巧な含ネ王 

8目 03 RPMC 1 日日 0 L 兰洋電機コンシューマエレクト□ニクス株式会社家電事業部 

( JPO ) 〒已 74-8 已34大阪府大東市兰洋町1番1号 


無斜修理規定 


お買い上げの曰から保証期間中に、取扱説明書本体ラベルその他のを意書さに従った正常な使用 
状態で故障した場をには、本書記載内容にもとづ志お買い上げの販売店び無料修理いたしますの 
で、商品と本書をご持参ご提示ください。 

1. 保証期間内でわ次のよラな場含には有料修理となります。 

イ.使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

□. お買い上げ後の取付場所の移動、落下、弓 I っ越し、輸送等による故障または損傷。 

八.火災 • 地震 • 水害 • 落雷 • その他の天災地変ならびに公害や異常電圧その他のが部要因によ 
る故障または損傷。 

二.業務巧としての使巧、車両•船祀への搭載など一般家庭用 L ソがに使巧された場含の故障また 
は損傷。 

ホ.本書の提示びない場含。 

へ.本書にお買い上げ年月曰、お客さま名、販売巧名の記入びない場合あるいは字句を書き換 
え5れた場含。 

卜.消耗品の交換•仕様変更など。 

2. 保証期間内でわ商品を修理窓□へ送付された場合の送料や出張修理をおこなった場合の出張 
料はお客さまの負担となります。 

3. ご転居の場含は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. ご贈答品等で本書に記入の販売店に修理をご依頼になれない場含には、 r お客さまご相談窓□」 
をご覧のラえ、ちよりの窓□にお問い合わせ < ださい。 

己.本書は日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan . 

6. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよラ大切に保管してください。 


修理メモ 


この保副書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するものです。従って 
この保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)、及びそれ];(がの事業者に対するお客 
さまの法律上の権利を制限するちのではありませんので、保証期間経過媛の修理などについてご 
不明な場合は、お買い上げの販売店または r お客さまご相談窓口」にお問い含わせください。 

• 保証期間経過樓の修理または補修巧性能部品の保有期間について詳しくは「保証書とアフター 
サービスについて」慮励をご覧ください。 


■音量にま意 

♦ 始奴か5音量を上げ過ざると、突然大きな音び出 
て耳を傷めることびあります。音量はかしずつ上 
げてご使巧 < ださし、。 

♦ 電源を切るとさは音量を ル さくしておいて<だ 
さい。電源を入れたとさ、突然大をな音びでて聴 
力障害などの原因となることがあ0ます。 

♦ 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。ス 
ピー カー び発熱し、火災の原因となることびあ D 
ます。 


■電磁波の発生ずる機器に近づけない 

携帯電旨舌充電器や電磁波の発生する電気製品に近 
づけないでください。電磁波のためにノイズの影響 
び生じることがあります。 


(S) 


禁止 



社 


■ クレジットカードなどをスピーカーに近づけない 

本機のスピーカーには強力な磁石を使巧しています 
ので、時計、クレジットカード、磁気定期券、カセット 
テープ、ビデオテープなどは、スピーカーのそばに置 
かないで < ださい。データび壊れて使巧でをな < な 
ることびあります。 


(S) 


禁止 





■乾電池使用上の注意 

乾電池の使い方を誤ると、乾電池の破裂、液もれにより、火災けびや周囲を巧損する原因となる 
ことがあります。次のことをお守りくださし、。 

♦ 指定！;^がの乾電池は使用しない。 

♦ 極性(©と©)にま意し、表示通りに入れる。 


A 


種類の異なるちのや、新旧の乾電池を混ぜて使 
わない。 

乾電池を加熱、分解したり、乂や水の中に投入し 
ない。ショートさせない。 

乾電池は、充電しないで < ださい。電池の破裂、液 
ちれにより、火災、けがの原因となることがありま 
す。 


♦ 長期間り力月 ULL ) 使用しないときは、乾電池を 
取り出しておく。電池か5の液もれにより、乂災、 
けび、周囲を巧損する原因となることがあります。 

♦ 電池は、金属性のボールペン、ネックレ义コイ 
ン、ヘアーピンなどと一緒に携帯、保管しないで 
ください。ショートして電池の液われや発熱•破裂 
の原因となることがあ0ます。 



〇 

(S) 


禁止 




■本機を不安定な場所に置かない 

平5で水平な場所に設置してください。不安定な場 
所に置さますと、倒れたじ落下して、破損•故障•け 
びの原因となることびあります。 


(S) 


禁止 



■設置場所にま意 

♦ 湿鼠ほこりのをい場所や、油麗湯気び当たる場 
所に置かないでください。火災、感電の原因とな 
ることびあります。 

♦ 窓を閉めきった自動車の中や直射日光び当たる 
場所など温度び高<なる場所に放置しないで< 
ださい。乂災故障の原因となることびあります。 


(S) 


禁止 



■持ち運びのま意 

□ッドアンテナをたたんでください。伸ばしたまま持 
ち運びすると□ッドアンテナびひっかかった D 、 当 
たった0してけがの原因となることがあ0ます。 


〇 



■雷が鳴り出した5 

♦ □ッドアンテナには絶対に触れないでください。感 
電の原因となります。 

♦ 屋がで使巧中の場合は、使用を中止して安全な場 
所に避難してください。落雷の原因とな0ます。 


(§) 

接軸禁止 

〇 



■分解しない 

本機を分解^改造しないで < ださい。火災、感電の原因 
となります。内部の点検、調節修理は、お買い上げの販 
売店にご依頼 < ださい。 



■本機の周りに水などの入った容器を置かない 

内部に水などび入った場合、火災感電の原因となりま 
す。 


0 


禁止 



画め5さない 

♦ 本機を城5さないようにごを意ください。乂災感 
電の原因となります。 

♦ 風呂場水辺、雨天の中などでは使用しないで<だ 
さい。火災、感電の原因となります。 



水めれ禁止 



■異物を入れない 

通風孔などか！5、金属類や燃えやすいをのなど、異物を 
差し込んだり、落とし込んだりしないでください。（特に 
ル さなお子さまのお5れるご家庭はごミ主意ください。） 
乂災、感電の原因となります。 


Q 

禁止 



■ヘッドホンやイヤホンの音量にま意 

耳を刺激するよラな大音量での長期間の使巧はしな 
し、。聴力び大さく損なわれる原因になります。 


Q 


禁止 



■通風孔をふさがない 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、乂災の原因となり 
ます。本機の樓部などに通風孔びあ D 、 次のよラな使い 
方はしないで < ださい。 

♦ 本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。 

♦ 巧し入れ本箱など風通しの悪い狭い所に置く。 

♦ テーブルク□スをかけた D 、 じゅラた/ u 巧団の上に 
置く。 


0 


禁止 



■運転中、イヤホンやヘッドホンは使用しない 

事故の原因になります。道路交通まを守ってください。 

♦ 自動車•才ートバイなどの運転中や自転きに乗りな 
び5の場合は絶対にイヤホンやヘッドホンを使巧し 
ないでください。また、運転ちは走行中に本機を操 
作しないでください。交通事故の原因となります。 

♦ イヤホンで聞をなび5の歩巧には十分ま意してく 
ださい。特に踏切や交差点などでは、周囲の交通に 
十分ミ主意して、周りの音び聞こえる程度の音量で聞 
いてください。交通事故などの原因となります。 


0 


禁止 


〇 


ジ 





■本機の上に重いらのを置かない 

バランスびくずれて倒れた D 、 落下して、けがの原因 
となることびあります。また、 本機の上に乗5ないで 
ください。 （糊こかさなおテさまのおられるご家顧ホ 
ごま意 < ださし、。） 


(S) 


禁止 



次のようなときは、そのまま使用ずると、义欺感電の原因となりまず。ずぐに本体の 
ファンクションスイッチで電源を切り、お買い上げの販売店に修理をご依頼くださ 
し、。お客さまによる修理はを険でずか S 絶巧におやめください。 


• 煙が出ていみ変なにおいや音がずる(異常状態） 

煙び出な < なるのを確認し、お買い上げの販売店に修理を 
ご依頼くださし、。 

• 本機の内部に水などが入った 
参異物が本機の内部に入った 
• 音び出ないなど(故障状態） 

• 倒したり落としたりして、キャビネットを破損した 


A 


胃おい相’ 


盾 


A 警告 


A 注意 


万一、異常やな障び発生したとまはすぐにほ用をやめて < ださし、 



返 

A 〇 Q 


もし、液われび起こったときは、電池ケースについた液をよくふき取ってか5新しい乾電池を入 
れてください。万一、もれた液び身体についたときは、水でよく洗い流してください。 






























































































付属品をお確かめください 


付属の乾電池はモニ 
ター用ですので、寿命 
び短いことがあ0ます 
が、 ご了承くださし、。 



単王 形乾電池 X 3 


イヤホンで聞< とさは 


イヤホン端テに 
市販のイヤホン 
を接続してくだ 
さい。 





ストラップを取り付けるには 


ストラップ取付巧に市販のスト 
ラップを取0付けてください。 


ストラップ取付巧一を 



電源について 


1背面の電池ぶたを開ける。 



2時計を動作させるときは、電池1 
へ乾電池を入れる。 

• 極性(史と白)を間違えないように 
入れます。 



3ラジオを動作させるときは、電池 
2,3へ乾電池を入れる。 

• 極性 (® と白)を間違えないよ5に 
入れます。 




乾電池の交換について 

乾電池び消耗してくると次のような現象を生じますので、早めに全部新しい同じ種類の電池と交 
換してくださし、。 

ラジオの音びルさい、ひずむ••-電池2|3を交換 
時計び渥れる . 電池1を交換 



ちよつとこれを! 


• 乾電池はとをどを休ませたほラび長く使えます。 

• 長期間 （1 力巧し: LL) 使用しない場含は、乾電池を取り出しておいてください。 


時計の合わせかた 



ラジオを聞< 



アンテナの調節 

FM 放送のとを 

□ッドアンテナを伸ばし、ちつ 
とちよく聞こえる方向に向け 
て < ださし、。 



AM 放送のとを 


内蔵のアンテナびはた5き 
ますので、本体の向さを変え 
て、ちっとちよ<聞こえるよ 
ラにします。 





ちよつとこれを! 


• テレビに色ズレび生じたり、本機にテレビの雑音び入る場合は、本機と 
テレビを離してご使巧ください。 


タイマー(目覚まし)の巧いかた 


ラジオで使ラとさ 


4惜画 



ブザーで 使ラとを 



1あ5かじめ聞きたい放送2音量ダイアルでお好み 
局を受信する。 の音量に調節ずる。 

( "ラジオを聞ぐ参照） （タイマー動作時の音量) 


3フアンクシヨンスイッチを 
「 タイマー フジオ」にずる。 


4タイマー時刻を設定ずる。 

• タイマー針(黄色い短かい 
針)でタイマー時刻を設定 
して < ださい。 



1フアンクシヨンスイッチを 
ブザー」にずる。 

• ブヴーの音量は調節でさま 
せん。 





的 1 為 J 



2タイマー時刻を設定ずる。 

• タイマー針（黄色い短かい 
針)でタイマー時刻を設定し 
て < ださい。 



タイマー時刻の設定は… 

現時刻か51時間を越える時刻で設定してください。 

1時間し U 内で設定するとタイマーび誤動作ずる場合びあります。 

設定した時刻になると… 

「ラジオ」側のとき■- 放送び聞こえてきまず。 

「ブザー」側のとさ •• 「ピピッ、ピピッ、…」といラ音び聞こえ 
てさます。 

♦ ブヴーは3段階に音び変化します。（だんだんアラーム） 

タイマーを止めるには… 

フアンクシヨンスイッチを「電源励」にする。 

♦ この操作をしなし、と、ラジオまたはブヴーは1已〜已己分間 
鳴0続けたあと、自動的に電源び切れます。 


故障？ その前にちよつとこれを 


お手入れのしかた 


度理を依頼される前こ、もう一度次の項目をお確かめくださし、。 


こんなとを 

ここをお確かめください 

操作 

ラジオが聞こえない 

• フアンクシヨン スイツチは正しく 
[(ラジオ)]の位置になっています占、？ 

♦ 乾電池は消耗していませんか？ 

♦ 音量 ダイアルび最小になっていませ 
んか？ 

づフアンクシヨンスイツチを 
「(ラジオ)」にずる 
与 新しい乾電池2,3 (ラジオ 
動作)と交換する 
与 音量を調節する 

時計が動かない 

♦ 乾電池は消耗していませんか？ 

^新しい乾電池](時計動作） 
と交換する 


キャビネットや操作パネルのよごれは柔5かい巧で軽く拭を 
取ってくださし、。 

♦ よごれがひどいとさは、巧を水でラすめた中性洗剤にひた 
し、よく絞って}式走取り、乾いた巧で仕上げてください。 

♦ ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。変色した 
D 、 塗装びはげるなどの原因となります。また、キャビネットに 
殺虫剤など、揮発性のちのをかけないでください。 

♦ 化学ぞラさんをご使用の隙 I 丈そのま意書にしたびって < だ 
さい。 



仕様 


<ラジオ音|5> 

受信周波数： FM : 76〜901 VlHz 

AM :已26.巳〜]已06,已 kHz 
アンテナ： FM : □ッドアンテナ 

AM :フェライトアンテナ内蔵 
電源： DC3V 

単兰形乾電池2本使巧 


<時計部> 

時計精度： 巧差約+6□秒（周囲湿度15で) 

電源： DC1.5V 

単兰形乾電池1本使用 


<共通部> 

実用最大出力： 1己 OmW CJEITA/DC) 

出力端子： イヤホン端子（モノーラルミニジャック ）X1 

インピーダンス8 Q 


電池持続時間： 別売アルカ U 乾電池使用 

(スピーカー使用時）約70時間（最大音量日0%程度） （J 曰 TA) 
別売マンガン乾電池使用 

約30時間慮大音量已0%程啟 （J 曰 TA) 
最大外形寸法： 1已3.已(幅） X88( 高さ) X41 燥巧) mm 

(つまみ等突起物言む） 

質量： 約284旨（乾電池含む） 

付属品： 単兰形乾電池X 3 

♦ 仕様あびが観は、性能改善のため予告な<変更する場合びあります。 


保証書とアフターヴービスについて 


保証書廣面にありまず]について 

• この商品には保証書びついています。お買い上げの際、販売店び発行します。 

• 所定事項の記入をご確認のラえ内容をよくお読みになって、大切に保管してください。 

• 保詰期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

なお、保証期間中でち有料修理になることびありますので、「無料修理規定」（裏面)をよくお読みください。 

修理 サービス について 

ご使巧中に本機の調子び悪くなったと去は「故障？ その前にちょっとこれを」 (上記)の一覧表に従って調べてくだ 
さい。なおらないとさは、内部機構をさわらずに、お買い上げの販売店にご相談ください。 

• 保記期間中の修理は 

保証書の規定に従し\お買い上げの販売店び修理させていたださます。製品に保証書を添えてご持参ください。 
• 保話期間経過後の修理は 

修理により機能び維持でさる場合は、お客さまのご要望により有料修理いたします。 

• あらかじめご了承いただをたいこと 

r 修理のとき一部代誓部品を使わせていただくこと」や r 修理が困難な場合には、修理せず同等品と交換させ 
ていただくこと」びありまず。 


補修用性能部品の保有期間について 

ラジオの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後6年でず。 

♦ 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

アフターヴー ビスについてご不明の場合は 

お買い上げの販売店か、お近くの「お客さまご相談窓□」（添付)にお問い合わせください。 

• 乾居される場合は 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービスび受けられなくなる場合に(よ事前に販売店にごネ目 
談ください。 

• ご贈答の場合は 

最寄りの=洋販売店か、または当社の r お客さまご相談窓□」（添付)にお問いをわせください。 


























































































































































































































































